
JUMPING TEST

=ホンザルの行動力と社会性井

鈴 木 延 天 (北大 ･文 ･心理)

浅 野 俊 夫 (霊 長 研)

+ =ホンザルの累引力及び 跳威力テスト 妨15回7●))マーチス研究会

(1971)ニホンザルのポール引き行動における〆イナミプクス 第31回

勅物心現tITt虫 (1971)日本ザルの行動力の汎定 (単独での行動力と集団

内での7i軸力との関連について)第31匡働 物心埋学会 (1971)

北田における個体の行動様式を決定している要因の一

つに,各個体レベルでの行動力を考え,この行動力にお

ける個体性と集団場面での社会性との関連についての分

析を拭みた｡個体レベJL'での行動力測定の測度として,

ジャンt=.ン〆テストとポ-ル引きテストを行なった.こ

のようなチストを体力テストと呼ばず,なぜ行動力テス

トと呼ぶかというと,このようなテスト場面における個

件の行動は叫に体力あるいは運動カだけで決定されるも

のではなく,フィ57カルな運動力を如何にうまく駆使し

てその以両を乗り切って行くかという,よりソ711な面

での能力との相互作用の結果が成績にあらわれてくると

考えるからである｡被験体としては苗崎山群, オス5

頭,(S-6:6-8才,S-101,S-6, S-64, S-78

:8才以上)を使用した｡

災馴 こおける社会性については,2個体及び3個体対

iniテスト,エサ切における位置の測定を行なったoどの

テストでもS-64の1位と,S-101の5位は安定してい

たが,中位には安定性が見られなかった｡従って個体行

動力テストとの関連については,個体数が少ない こと

と,路地による通いがありそうなので,別の群 (/J､豆島

群5班)でのテスト結果が出てから分析することにした
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図2 最大跳躍力と体盟

(現在,実験は終了し,チ-ク解析中).

最大牽引及び最大封威 力はオペラy I.条件づけ手法を

用いて測定した｡牽引力は床に対して60度の角度をなす

ポ-ルを引く力を歪計で検出し,ど-ク値等はコyピュ

ーターで解析した｡各個体の最大累引力と体重との関係

を図1に示す｡図中の斜線は体重比をあらわす｡5頭の

平均値は29.54kg,母集団の平均値の区間推定値 (95

%)は,22.71-36.37kgであったo跳捉カは天井からつ

るされたイモに飛びつく行動を利用した｡このような以

面では,全ての被験体が,垂直跳びを行ない (結果は図

2に示す),5頭の最大跳威力の平均区間推定位は176-

214cmであった｡

霊長類の弁別学習における興奮過程と抑

制過程一反応条件性弁別の吟味一斗

/J＼ 川 隆 (碇 大 ･心 理)

河 嶋 孝 (RC大 ･心 理)

浅 野 俊 夫 (霊 長 研)

*ニホンザルのオペワンt･弁別一予備試験一第31回動物心理学会 (1971)

オペラント条件づけとレスボンデンTL条件づけとの交

互作用を弁別の事態で検討する場合次の手続が とられ

る｡

Sl-Rft,S2十RftのVスポyデント分化 (RD)

を行なう前または後にS-RヰRftのオペヲyI.灸件ヴ

けな確立し,消去試行でSl,S2を呈示するとSlで多

くの反応が生じRDがオペヲyT･弁別における S Dを形

成する｡この手続ではRDとオペランT･粂件づけとは時

間的に敗れて独立に試行されるが,オペヲン･ト条件づけ

で形成された反応が生起の直後にSl,S2をともなう手
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読 (DifferentialConditioningofRcsponsc-pro-

ducedStimuli;DCRS) をとり, 従って,1ベワン7.

とRDとが継起する紙凪 RとSとの正己按のDg迎が7m持

される切合に同様I弓SDが形成されるかどうか.上記2

つの=71校をニホンザルに試行し. S Dの形成における刑

部抑制の退校を比較したO

手紙:浪花 (Procedure)の予備訓練によってレバ

ーひき訓緋 (FRltimeout)を接近法で行ない,反応

の柁腔が安定した後,本訓練に入る｡本訓練はRDの手

枕をオペブント条件づけの後に行なう場合とDCRSの

･T:椛を行なう場合とに分けられる0本訓練に続いてSl,

S2を含めた5刺激による消去試行が行なわれる.興暫

統制と抑制統制とを比較するため表記の如く興暫統制で

は訓練時Slを綴色地に垂直線条,S2を緑色畑地とし,

抑frJl】統耶lでは逆にSlを緑色無地,S2な垂直紋･Aとし,

Slを強化S2を柵強化とした｡消去時の5刺激は何れも

同様で･ある｡刺激は直径 7cmの恋に.招.示されたが純系

の太さは0.8cm,黒色である｡

Ⅰ.1,,1.仙J.r,二鳥●2.F.､仙t.｡汁.土｡ut(tl"r｡,I.SIIAP;nL(6Di｡hr..rrr..lentI好■rTl九･TT:｢/pJl)

Ⅱ司H｢〓｣り

･
～

l
】

l

)
1

f

･={

･:
i
:f
･｡j

It･-･p
rClINTm-()X

H■
比LJ=

I.ll
O

l_ll一〇

GS =･- (D6)◎e

Tr-;n;叫-ntlT'-t'nK(BL7A)+)函7TgBTr…lnr:30SL･SZPrrtrrLt411011ŜJmmJに∫灯し_Sl･･Sz_,M,.El:A.言論MU..ご.･..…Jm__TTJl'm'nLl.nurO:ISrrinrtJrrPrllrrtt■2.RL):30Sl･SzI)rttPTll▲ll.JrISl･S壬Jm_llJlrt=▲ボー
TF･I:I.g:S.1rT'e■●TP仙叫hI)CRS

妓験体 :Adultのニホンザル8豆乳 平均体ETl.10.8kg,

実験開始数日前から個別和で飼育 され, ビスケット50

gr,芋若干,水自由で金銅管理がなされたが,突放時

は水自由の他は実験中の大豆の強化のみで,従って23時

間間隔の給与スケ57ユーJt,であった.

装tt:前突験 (44年度報告)に使用したサル用スキナ

7m.これに累積レコ-メ-を加えて記録した｡

括果:反応水準- 予備訓練の経過記録をみるとレバ

ーひき反応は弁別事態に入る前に FRltimeoutのス

ケ57ユーJt,としては安定したオペラント水準に適した｡

木訓練に入り,RDでの連日の水準は予備訓練と強化数

が只ったが同じ様相を星した｡DCRSの条件では強化

政のみならず強化スケジュ-ルも遜ったが同様に安定し

た反応水畔を示した｡

班化勾配- 各刺故について汀j去試行時の反応数の6

即 Hの*r7招 致を下か.ら上に示した ものが図 (Figl,

2)であるが,邦市抑制和TFを皿じ勾配の憤向が日によ

っては余り変らないム抑即l紙料l郡では SIJ2を除きSI

S2の反応水畔の丑は認められ ないが,S2と般化刺激

(綿糸の瞬き)との関にrt_q把の'j;)門Jが認められる｡興部
統制評でも同様で Slと般化刺WXとのnlJに凸出の/i;配が

認められる｡この際は S空を汁j土沢行に入れない均合を

検討したが勾配は一変し-妃のfTl向を示さなかった,R

DとDCRSとでは明悦の丑は認められない｡

消去時の刺激口示nrlの反応をみると,勾配のWi向は刺

激呈示時と変らないが,SIS2の反応水準が変化し.勾

配の頂底の地点が移動する｡ (FJ'g3,4)

考療 :訓練時の正Ll刺激に対する消去時の反応凸が認

められないのに般化刺激と正または負の原刺激との問に

も股化刺激間にも勾配の変化があり,興懲抑制の統制が

認められる｡これが皿常のオペワンT.弁別とどのような

機制上の差であるかが今後に検討されるべき点である｡

FRltlmeoutは反応水畔としては低いので自由オペ

ラン71の不態{･のFRの手続による吟味が期待される

し,繰返し日数の変化,灸作性弁別77T腿との比較につい

ての検討も必要となろう｡
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一般興奮レベルと刺激情報量の有効性 (2)

井 深 信 男 (兼敏大 ･故 ･心理)

昨年度共同利用研究にひきつづき,同じ仮説にもとづ

いて以下の実験がなされた｡

アカゲザル (実験 t,lo扇 :実験Ⅰ,6頭)にメクン

フェクミン (1mg/kg,i.m.)を授与して,視覚的抜穴

活動と自発的活動性に及ぼす効果をみた.視覚的探究行

動の測度として視覚刺激 (実験 Ⅰ,点減光 (4%),yiZ

鹸Ⅰ,仲間のアカゲザル)に対する接近行動の回数と時

間が記録された｡同時に記録された自発的活動性の測度

としてほ,同じ装置内でのフォトビ-ムを切った回数が

用いられた｡

Berlyneの覚醒レベル仮説によれは, メクンフェク

ミン投与により一過的に覚醒レベルが上げられた被験体

は,I)ンゲル液注射の披験体より,視覚的探累行動が減る

はずである｡事実実験結果は,これを恭づけメタンフェ

タミンは視覚刺激に対する接近行動を完全に抑制した｡

一方同時に記録した自発的活動についてみてみると,メ

タンフェタミンは約半数のアカゲザルにおいて促進的,

すなわち活動性を上げ,残り半数においては活動性を下

げた｡この意味では自発的活動性は覚醒レベルをよく反

映するとした仮説を十分に支持しなかった｡このアカゲ

ザルにおけるメタンフェタミンの自発的活動性に及ぼす
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